
五
島
感
動
し
ま
旅


長
崎
県
五
島
へ
の
教
育
旅
行

　　　　　深い交流と心高まる感動を　
離島ならではの豊かな自然と多様な体験で　


人
受
け
入
れ
可
能
な
民
泊

雄
大
な
自
然
を
楽
し
む
体
験

五島市観光協会

企画協力

五
島
の
シ
ン
ボ
ル「
椿
」体
験

五
島
な
ら
で
は
の
漁
業
体
験

久
賀
島
な
ど
で
の
五
島
し
ま
探
訪
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日
本
一
美
し
い
と
言
わ
れ
る
砂
浜
を
持
つ
高
浜
海
水
浴
場

　
長
崎
市
か
ら
西
へ
約
１
０
０
㌔
㍍
。
五
島

列
島
最
大
の
福
江
島
を
中
心
に
、

の
有
人

島
と

の
無
人
島
か
ら
な
る
五
島
市
。
海
、

平
野
、
山
間
、
二
次
離
島
（
本
土
に
直
接
的

な
移
動
手
段
の
な
い
離
島
）
な
ど
、
離
島
と

し
て
は
比
較
的
多
彩
で
広
範
囲
に
及
ぶ
こ
の

島
々
で
、
多
様
な
農
林
漁
業
の
営
み
や
、
歴

史
、
文
化
を
生
か
し
た
体
験
交
流
型
教
育
旅

行
の
受
け
入
れ
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
「
五

島
感
動
し
ま
旅
！
」
と
銘
打
っ
た
一
連
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
は
〝
ほ
ん

も
の
体
験
〟
。
五
島
の
自
然
の
な
か
で
懸
命

に
生
き
る
人
た
ち
と
の
深
い
交
流
を
通
し

て
、
訪
れ
た
生
徒
た
ち
に
豊
か
な
食
文
化
、

生
活
文
化
や
、
農
林
水
産
物
の
価
値
を
教
え

る
。
家
族
の
絆
の
尊
さ
を
伝
え
、
心
地
よ
い

人
間
関
係
を
築
き
上
げ
る
力
を
高
め
て
も
ら

う
こ
と
も
目
指
し
て
い
る
。

民
泊
で
の
団
ら
ん
風
景

福江島の大瀬崎灯台

刺し網

椿
の
実

　
全
国
有
数
の
椿
油
の
産
地

と
し
て
、
「
椿
の
実
収
穫
」
体
験
と
「
椿
油
搾
り
」
体
験

を
実
施
し
て
い
る
。
椿
の
実

は
五
島
で
は
「
カ
タ
シ
」
と

呼
ば
れ
、
毎
年
９
月
初
旬
か

ら
中
旬
ま
で
収
穫
で
き
る
。

収
穫
さ
れ
た
カ
タ
シ
は
天
日

で
乾
し
て
皮
を
開
か
せ
、
中

の
黒
い
種
を
取
り
出
す
。
こ

れ
が
椿
油
の
原
料
と
な
る
。

　
実
の
収
穫
体
験
で
は
、
専

用
の
カ
ギ
な
ど
を
使
っ
て
高

い
と
こ
ろ
の
実
を
採
る
。
油

搾
り
体
験
で
は
、
昔
な
が
ら

の
や
り
方
で
、
自
分
た
ち
の

手
で
椿
油
を
作
る
。

　
五
島
市
内
の
有
人
島
の
う

ち
、久
賀
島（
ひ
さ
か
じ
ま
）、

奈
留
島
（
な
る
し
ま
）
、
赤

島
（
あ
か
し
ま
）
、
黄
島

（
お
う
し
ま
）
、
椛
島
（
か

ば
し
ま
）
、
嵯
峨
島
（
さ
が

の
し
ま
）
の
６
島
で
実
施
す

る
。

　
久
賀
島
は
昭
和

年
代
に

は
４
千
人
ほ
ど
の
人
口
が
あ

っ
た
が
、
過
疎
化
で
現
在
は

４
０
０
人
足
ら
ず
と
な
っ
て

い
る
。
椿
林
が
多
く
、
教
会

堂
や
キ
リ
シ
タ
ン
迫
害
の
史

跡
な
ど
を
訪
ね
る
。

　
奈
留
島
は
現
在
、
人
口
２

６
０
０
人
ほ
ど
。
前
島
の
ト

ン
ボ
ロ
、
千
畳
敷
、
江
上
天

主
堂
な
ど
を
巡
る
。

　
赤
島
は
周
囲
５
・
６
㌔
㍍
、

人
口

人
余
り
の
小
さ
な
島

だ
。
漁
業
が
盛
ん
で
最
盛
期

に
は
５
０
０
人
の
人
が
住

み
、
赤
島
小
・
中
学
校
も
あ

っ
た
。

　
黄
島
は
周
囲
６
・
５
㌔
㍍
、

現
在

人
が
住
ん
で
い
る
。

火
山
海
蝕
崖
や
溶
岩
ト
ン
ネ

ル
が
有
名
だ
。

　
椛
島
は
周
囲

・
５
㌔
㍍
、

蝶
が
羽
を
開
い
た
姿
に
似
た

島
の
か
た
ち
を
し
て
い
る
。

イ
ワ
シ
漁
が
盛
ん
だ
っ
た
昭

和

年
代
に
は
３
千
人
余
り

が
住
ん
で
い
た
が
、
過
疎
化

や
高
齢
化
で
現
在
は
１
５
０

人
余
り
と
な
っ
た
。
島
の
自

然
や
歴
史
を
学
び
、
島
民
の

苦
労
に
思
い
を
寄
せ
る
。

　
嵯
峨
島
は
周
囲
９
・
５
㌔

㍍
の
ひ
ょ
う
た
ん
型
の
島
。

人
口
は
１
８
０
人
余
り
で
漁

業
が
盛
ん
で
、
火
山
海
蝕
崖

が
有
名
だ
。

五島感動しま旅モデルコース

　
五
島
市
は
、
昔
な
が
ら
の

多
様
な
島
の
暮
ら
し
が
い
ま

な
お
息
づ
い
て
い
る
。
多
彩

な
島
々
に
は
、
東
シ
ナ
海
の

荒
波
に
削
ら
れ
た
断
崖
や
、

テ
ー
ブ
ル
サ
ン
ゴ
が
群
生
す

る
透
明
度
の
高
い
海
、
さ
ら

に
白
砂
と
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ

ー
ン
の
海
が
広
が
る
海
水
浴

場
な
ど
、
美
し
い
海
と
豊
か

な
自
然
が
溢
れ
、
四
季
を
通

じ
て
釣
り
や
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
が
楽
し
め
る
。
椿
油

の
産
地
と
し
て
も
有
名
で
、

原
料
と
な
る
天
然
の
ヤ
ブ
椿

が
数
多
く
自
生
し
て
い
る
。

　
一
方
、
古
く
は
遣
唐
使
の

寄
港
地
と
し
て
海
外
交
易
の

拠
点
と
し
て
栄
え
、
ま
た
カ

ト
リ
ッ
ク
信
仰
の
地
と
し
て

多
く
の
教
会
が
点
在
し
、
さ

ら
に
倭
寇
や
空
海
の
伝
説
が

残
り
、
城
郭
や
武
家
屋
敷
な

ど
歴
史
文
化
遺
産
も
豊
富
。

特
に
教
会
は
現
在
、
長
崎
県

や
関
係
市
町
と
連
携
し
て
、

「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス

ト
教
関
連
遺
産
」
の
世
界
遺

産
登
録
を
目
指
し
て
い
る
。

　
五
島
感
動
し
ま
旅
！
の
根

幹
と
な
る
の
は
、
島
の
暮
ら

し
を
ど
っ
ぷ
り
と
体
験
す
る

「
農
山
漁
村
民
泊
」
だ
。
市

内
全
域
で
最
大
１
０
０
軒
４

０
０
人
の
受
け
入
れ
が
可
能

で
、
あ
り
の
ま
ま
の
暮
ら
し

の
中
、
生
徒
を
客
と
し
て
で

は
な
く
家
族
の
一
員
と
し
て

迎
え
入
れ
る
。

　
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
①
五

島
の
豊
か
な
自
然
を
存
分
に

楽
し
む
自
然
体
験
②
五
島
な

ら
で
は
の
漁
場
、
漁
法
を
最

大
限
に
生
か
し
た
漁
業
体
験

③
五
島
の
多
種
多
様
な
農
の

現
場
に
学
ぶ
農
業
体
験
④
五

島
の
森
林
や
里
山
に
ふ
れ
環

境
へ
の
興
味
を
高
め
る
林
業

体
験
⑤
五
島
の
素
材
を
生
か

し
た
伝
統
工
芸
体
験
⑥
福
江

の
歴
史
と
自
然
、
二
次
離
島

を
巡
る
五
島
し
ま
探
訪
⑦
五

島
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
の
歴

史
を
学
ぶ
世
界
遺
産
候
補
・

カ
ト
リ
ッ
ク
巡
礼
教
会
巡
り

⑧
五
島
な
ら
で
は
の
伝
統
の

味
を
受
け
継
ぐ
味
覚
体
験
―

の
８
テ
ー
マ
で

の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
用
意
。季
節
や
地
域
、

希
望
に
応
じ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

　
五
島
感
動
し
ま
旅
！
の
強

み
は
、
多
種
多
様
で
ユ
ニ
ー

ク
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
群

と
、
二
次
離
島
な
ど
を
織
り

交
ぜ
た
変
化
に
富
む
受
け
入

れ
環
境
、
他
校
と
交
わ
ら
な

い
１
校
オ
ン
リ
ー
の
お
も
て

な
し
だ
。
ま
た
、
五
島
市
観

光
協
会
と
五
島
市
役
所
観
光

交
流
課
と
が
緊
密
に
連
携
し

た
官
民
協
働
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
安

全
か
つ
教
育
効
果
の
高
い
受

け
入
れ
が
期
待
で
き
る
。

　
五
島
市
観
光
協
会
で
は

「
深
い
交
流
と
心
高
ま
る
感

動
を
生
み
出
す
五
島
感
動
し

ま
旅
！
を
、
ぜ
ひ
と
も
教
育

旅
行
の
候
補
地
と
し
て
ご
検

討
い
た
だ
き
た
い
」
と
来
校

を
待
ち
望
ん
で
い
る
。

　
漁
業
体
験
は
定
番
の
「
船

釣
り
」
「
波
止
釣
り
」
「
定

置
網
」
「
刺
し
網
」
「
地
引

網
」
の
各
体
験
に
加
え
、
五

島
な
ら
で
は
の
「
す
け
漁
」

体
験
や
「
灰
（
ひ
ゃ
ー
）
ダ

コ
捕
り
」
体
験
、
「
ウ
ニ
割

り
」体
験
も
実
施
し
て
い
る
。

　
す
け
漁
は
、
火
山
の
噴
火

で
溶
岩
が
流
出
し
て
で
き
た

海
岸
で
実
施
す
る
。
あ
ら
か

じ
め
遠
浅
の
入
り
江
の
入
り

口
に
石
で
柵
を
築
い
て
お

き
、
そ
こ
に
潮
が
満
ち
た
と

き
に
入
り
込
ん
だ
魚
を
閉
じ

込
め
、
潮
が
引
い
て
か
ら
タ

モ
網
で
す
く
い
上
げ
る
と
い

う
ユ
ニ
ー
ク
な
漁
法
だ
。

　
灰
ダ
コ
捕
り
も
溶
岩
海
岸

で
実
施
す
る
。
無
数
に
空
い

た
溶
岩
の
穴
に
塩
を
吹
き
か

け
て
、
穴
の
奥
に
隠
れ
て
い

る
イ
イ
ダ
コ
を
這
い
出
さ

せ
、
そ
れ
を
捕
ま
え
る
と
い

う
シ
ン
プ
ル
な
漁
法
だ
。

　
い
ず
れ
も
、
広
範
な
溶
岩

海
岸
を
有
す
る
五
島
な
ら
で

は
の
漁
業
体
験
と
言
え
る
。

　
ウ
ニ
割
り
体
験
は
、
春
季

は
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
を
、
秋
冬

季
は
ガ
ン
ガ
ゼ
を
使
用
す

る
。
い
ず
れ
も
五
島
の
荒
磯

が
育
ん
だ
海
藻
を
食
べ
成
長

す
る
が
、特
に
ガ
ン
ガ
ゼ
は
、

近
年
、
磯
焼
け
と
の
関
係
が

懸
念
さ
れ
て
お
り
、
海
洋
環

境
保
全
の
側
面
か
ら
の
学
び

も
期
待
で
き
る
。

　
五
島
市
で
の
自
然
体
験
で

代
表
的
な
も
の
は
、
「
大
瀬

崎
灯
台
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」

「
七
ツ
岳
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」

「
高
浜
ビ
ー
チ
遊
び
」
の
三

つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
福
江
島
の
最
西
端
・
玉
之

浦
町
に
あ
る
大
瀬
崎
灯
台

は
、
映
画
「
悪
人
」
の
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
シ
ー
ン
の
撮
影

が
行
わ
れ
一
躍
有
名
に
な
っ

た
。

　
七
ツ
岳
は
標
高
４
３
２
㍍

の
岩
山
で
、
九
州
百
名
山
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。

　
高
浜
ビ
ー
チ
は
日
本
一
美

し
い
と
言
わ
れ
る
砂
浜
を
持

つ
全
国
的
に
も
有
名
な
海
水

浴
場
で
、
輝
く
ほ
ど
の
砂
浜

を
取
り
囲
む
よ
う
に
連
な
る

山
々
の
緑
、
波
打
ち
際
か
ら

水
色
、
青
色
、
藍
色
と
な
っ

て
東
シ
ナ
海
に
広
が
る
様
は

「
美
し
い
」
の
一
言
。
周
囲

に
人
工
的
な
建
物
が
な
い
の

も
魅
力
で
、
近
く
の
展
望
所

か
ら
見
る
景
色
も
素
晴
ら
し

く
、
沖
に
浮
か
ぶ
嵯
峨
島
や

水
平
線
を
真
っ
赤
に
染
め
な
が
ら
落
ち
て
い
く
大
き
な
夕

陽
は
雄
大
だ
。
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